
 

 

 

 

 

 「なくて七癖・脳の癖」  
校長  藤 田    淳 

「誰にでも多少は癖があるものだ」が「なくて七癖」です。ここで言う癖は次の２つが該当すると思います。 

    ① 無意識に出てしまうような、偏った好みや傾向。習慣化している、あまり好ましくない言行。『爪をかむ』、 

『独り言を言う』など。 

    ② 習慣。ならわし。『早起きの癖をつける』など。 

さて、左の絵は何に見えるでしょうか。右側に注目するとアヒルで、左側だとウ

サギに見えると思います。これは、「だまし絵」と呼ばれるもので、ジャストローと

いう心理学者の作品です。 

一方の見え方が意識に上がっているときは、もう一方の見え方が消えます。

人間は２つの見え方で同時に見ることができないそうです。脳がスイッチを切り

替えることで、同じ絵なのに、違うものに見えるそうです。この絵をある大学教授

がとある高校で生徒に何に見えるかを尋ねたところ、アヒルという回答が多かったそうです。また、「ウサギに見える

人がいるなんて驚きだった。」という発言があったそうです。この生徒は驚いたということは、みんなも自分と同じよう

に見えていると思い込んでいることになります。 

実は人間の脳にも癖があるということが明らかになっています。心理学用語で『認知バイアス（偏り）』と呼ばれ

るものです。人間が意思決定をするときに、これまでの経験や先入観によって合理性を欠いた判断を下してしまう心

理的傾向のことです。例を挙げてみます。 

①正常性バイアス…都合の悪い情報を無視して、自分は大丈夫と思い込む心理傾向のこと。非常ベルが 

鳴っても「きっとここは大丈夫。避難する必要はない」と思い込んでしまうなど。 

②現状維持バイアス…現状を安定ととらえ、その状態が崩れることを嫌う心理傾向のこと。新しい情報や 

未経験の物事にネガティブなイメージを抱きやすいなど。 

③確証バイアス…自分に都合の良い情報ばかり探してしまい、反対意見などの情報は軽視してしまう 

心理傾向のこと。口コミで高評価だから間違いないと思い込むことやＳＮＳなどで同意見の人を探し、 

反対意見には「考えが浅い、間違っている」と考えたりするなど。 

この他にも様々な認知バイアスがありますが、誰しもがそうならないように気をつけようと思うはずです。しかしな

がら、私たちの判断は先入観や経験則、直感などに左右されています。これは個人ごとの「脳の癖」もありますが、そ

もそも人間の脳は体重の２％ほどしかないのに消費するエネルギーは２０％程度と大食漢？です。そのため、できる
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だけ判断に使うエネルギーを消費しないように、過去の経験が使えそうなことは経験則で結論を出す「癖」を身に

つけたと言われています。ですから、意識しないとバイアスの罠にかかります。それを少しでも解消する手立てとして

は次の３つが挙げられています。 

①その情報（人の話やデータ、ネット、活字体など）を鵜呑みにしない。 

②異なる意見に耳を傾ける。 

③自分の認知バイアスの傾向を把握する。  

脳の癖（歪み）はストレスとも関連しています。それは、どう捉えるかでストレスに対する反応が変わってくるとうこ

とです。同じ現象でも人によって受け止め方が違うことはよくあることですね。 

前述の大学教授が言っていたのですが、ある女子学生とすれ違う際に挨拶をしたのですが、ノーリアクションでそ

の学生は通り過ぎていったそうです。その瞬間は残念な気持ちになったそうです。多くの人はそう思いますね。でも、

彼女の耳には何やら白いものが付いていたそうです。そう、イヤホン。もし、イヤホンに気がつかないままだったら、教

授にとってこの出来事はストレスになったことでしょう。しかし、ここで発想の転換です。もし、イヤホンに気づかなかっ

たとしても、「もしかしたら、彼女は気づかなかったのかもしれない、あるいは調子が悪かったのかもしれない。」と考

えることが出来たなら教授の心理状態（ストレス反応）は…。このポジティブ思考が出来るかどうかでその人の生き

方は変わると教授は語っていました。 

長々と書きましたが、一面だけで捉えずに、考えられる色々なことを想定して判断すことがサボり癖のある脳への

対抗策であり、社会的な関係性の中で生きていく人間にとって大切なスキルになるのではないかと思っています。 

 

 

行事予定は学校ＨＰの「スクールカレンダー」で確認できます。    学校HPのQR⇒ 
https://takushin-jhs.sakura.ne.jp/  

1 月 学校閉庁日 16 火 冬の学習講座 

2 火 学校閉庁日 17 水 冬の学習講座 冬季休業～1/17まで 

3 水 学校閉庁日 18 木 ３学期始業式 

4 木  19 金 英語検定 

5 金  20 土 漢字検定 

6 土  21 日  

7 日  22 月 ３年学年末テスト 職員会議 

8 月 成人の日 23 火 常任委員会 スクールカウンセラー来校 

9 火  24 水  

10 水  25 木 学納金引去日（漁組） 

11 木  26 金 学納金引去日（郵便局・農協）  ３年授業参観・懇談会 

12 金  27 土  

13 土  28 日  

14 日  29 月 １年スキー学習 学納金引去日（信金） 

15 月  30 火 １年スキー学習 

   ３１ 水  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期休業中、学校に登校しない期間に、学校で友達や先生に会えないせいで、不安や悩みを抱えてし

まうこともあります。そんな時に、中学生の皆さんが相談できる窓口があります。別紙に相談窓口一覧

を記載しています。何か困ったことなどや、相談したいけど誰に相談して良いか分からないなど、そん

なことがあったときには相談窓口をぜひ、利用してください。 

北海道教育委員会では、平成 30 年度(2018 年度)から 「学校閉庁日」 の取組を全ての学校で実施

しています。本校においても、冬季休業期間における学校閉庁日を 12 月 29 日(金)～１月 3 日(水)に

設定しています。学校閉庁日には基本的に職員が不在となるため、学校への連絡等はこの期間外にお

問い合わせください。また、緊急連絡が必要な場合には次の連絡先までお願いします。 

【 緊急連絡先 】 

猿払村教育委員会 ２－３０１１（休日夜間は警備会社へ転送されます。） 

別紙（A4 版裏表印刷）にて、相談窓口一覧を配布しています。ご確認お願い致します。 
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  奨励賞 
    村上 悠太（２年）  中村 柚衣（１年）  ※敬称略 
 

お二人とも、おめでとうございます 
全校のみなさんも公募作品などあれば、ぜひ挑戦していってください。 


